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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗浄水供給源から供給される洗浄水により便器本体を洗浄して汚物を排出する水洗大便
器であって、
　汚物受け面を備えたボウル部と、
　このボウル部の上縁に形成され内部にリム通水路が形成されたリム部と、
　上記洗浄水供給源から供給された洗浄水を前方に吐水し、汚物受け面上を旋回する旋回
流を形成するリム吐水部と、
　上記ボウル部の下方にその入口が接続され汚物を排出する排水トラップ管路と、を有し
、
　上記ボウル部の汚物受け面は、上方汚物受け面と、この上方汚物受け面と上記排水トラ
ップ管路との間に形成された凹部と、を備え、
　上記上方汚物受け面は、その両側方領域及び前方領域が、平面視で斜め前方から上記凹
部内に流入する主流を形成するように構成され、
　上記凹部は、この凹部に流入する上記主流を縦旋回させる縦旋回形成部を備え、
　この縦旋回形成部は、平面視でほぼ三角形状であり前方に向けて先が細くなる凹部の前
方側に設けられた前方底面と上記上方汚物受け面の高さ方向の長さよりも長く形成された
凹部の前方側に設けられたほぼ直線状の側壁を備えている、ことを特徴とする水洗大便器
。
【請求項２】
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　上記上方汚物受け面は、その両側方領域が横方向に沿って凸面により形成され、その前
方領域が前後方向に沿って上記両側方領域より小さな曲率の凸面又は凹面により形成され
ている請求項１に記載の水洗大便器。
【請求項３】
　上記排水トラップ管路は上記凹部の後方側にその入口が接続されている請求項１又は請
求項２に記載の水洗大便器。
【請求項４】
　上記凹部の縦旋回形成部の前方底面は、横方向に沿ってＲ形状に形成されている請求項
１乃至３の何れか１項に記載の水洗大便器。
【請求項５】
　上記凹部の縦旋回形成部の前方底面は、縦旋回形成部より後方側の底面に比べて浅く形
成されている請求項３に記載の水洗大便器。
【請求項６】
　上記凹部の前方底面は、３５度～７０度の先細り形状に形成されている請求項１乃至５
の何れか１項に記載の水洗大便器。
【請求項７】
　上記凹部の前方底面のＲ形状は、曲率半径が３０ｍｍ～８０ｍｍである請求項４に記載
の水洗大便器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水洗大便器に係り、特に、洗浄水供給源から供給される洗浄水により便器本
体を洗浄して汚物を排出する洗い落とし式等の水洗大便器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、例えば、特許文献１に記載されているように、ボウル部の汚物受け面を洗浄
するためにリムに設けられたリム吐水口に加え、凹部の溜水部の洗浄水を攪拌するために
ジェット吐水口を備えた水洗大便器が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－０５８３００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述した特許文献１に記載されているような水洗大便器においては、ジ
ェット吐水口が設けられているので、製造工程が複雑となり、また、ジェット吐水口を設
けている分だけ清掃性が悪化するという問題がある。
【０００５】
　このように、リム吐水口のみを設けることにより、製造工程が簡易となり、さらに、清
掃性も向上するが、凹部の溜水部に溜まった汚物を含む洗浄水の攪拌作用が低下するとい
う洗浄性能に関係する基本的な問題が生じる。
【０００６】
　本発明は、上述した従来技術の問題点を解決するためになされたものであり、リム吐水
部のみを設けた場合であっても、汚物を含む洗浄水を効率的に攪拌して汚物の排出効率を
高めることができる水洗大便器を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するために、本発明は、洗浄水供給源から供給される洗浄水により便
器本体を洗浄して汚物を排出する水洗大便器であって、汚物受け面を備えたボウル部と、
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このボウル部の上縁に形成され内部にリム通水路が形成されたリム部と、洗浄水供給源か
ら供給された洗浄水を前方に吐水し、汚物受け面上を旋回する旋回流を形成するリム吐水
部と、ボウル部の下方にその入口が接続され汚物を排出する排水トラップ管路と、を有し
、ボウル部の汚物受け面は、上方汚物受け面と、この上方汚物受け面と排水トラップ管路
との間に形成された凹部と、を備え、上方汚物受け面は、その両側方領域及び前方領域が
、平面視で斜め前方から凹部内に流入する主流を形成するように構成され、凹部は、この
凹部に流入する主流を縦旋回させる縦旋回形成部を備え、この縦旋回形成部は、平面視で
ほぼ三角形状であり前方に向けて先が細くなる凹部の前方側に設けられた前方底面と上方
汚物受け面の高さ方向の長さよりも長く形成された凹部の前方側に設けられたほぼ直線状
の側壁からなる、ことを特徴としている。
　このように構成された本発明においては、上方汚物受け面は、その両側方領域及び前方
領域が、平面視で斜め前方から凹部内に流入する主流を形成するように構成され、凹部は
、凹部に流入する主流を縦旋回させる縦旋回形成部を備え、この縦旋回形成部が、平面視
でほぼ三角形状であり前方に向けて先が細くなる凹部の前方側に設けられた前方底面と上
方汚物受け面の高さ方向の長さよりも長く形成された凹部の前方側に設けられたほぼ直線
状の側壁を備えているので、ジェット吐水口を設けず、リム吐水部のみから洗浄水を吐水
する場合であっても、凹部内に縦旋回流を形成して凹部内の汚物を含む洗浄水を効果的に
攪拌することができ、それにより、汚物の排出効率を高めることができる。
【０００８】
　本発明において、好ましくは、上方汚物受け面は、その両側方領域が横方向に沿って凸
面により形成され、その前方領域が前後方向に沿って両側方領域より小さな曲率の凸面又
は凹面により形成されている。
　このように構成された本発明においては、上方汚物受け面は、その両側方領域が横方向
に沿って凸面により形成され、その前方領域が前後方向に沿って両側方領域より小さな曲
率の凸面又は凹面により形成されているので、斜め前方から凹部に流入する主流を容易に
形成することができる。
【０００９】
　本発明において、好ましくは、排水トラップ管路は凹部の後方側にその入口が接続され
ている。
　このように構成された本発明においては、排水トラップ管路は凹部の後方側にその入口
が接続されているので、凹部の前方側で洗浄水の縦旋回流を形成し、凹部内の汚物を含む
洗浄水を後方側の排水トラップ管路へ押し込むことができ、それにより、汚物の排出効率
を高めることができる。
【００１０】
　本発明において、好ましくは、凹部の縦旋回形成部の底面は、横方向に沿ってＲ形状に
形成されている。
　このように構成された本発明においては、凹部の縦旋回形成部の底面が横方向に沿って
Ｒ形状に形成されているので、凹部に流入した洗浄水をスムーズに旋回させることができ
、効果的に縦旋回流を形成することができ、それにより、汚物の排出効率を高めることが
できる。
【００１１】
　本発明において、好ましくは、凹部の縦旋回形成部の底面は、縦旋回形成部より後方側
の底面に比べて浅く形成されている。
　このように構成された本発明においては、凹部の縦旋回形成部の底面が縦旋回形成部よ
り後方側の底面に比べて浅く形成されているので、凹部に流入する洗浄水の運動エネルギ
ーを効果的に利用して、縦旋回流を形成することができ、これにより、汚物の排出効率を
高めることができる。
【００１２】
　本発明において、好ましくは、凹部は、３５度～７０度の先細り形状に形成されている
。
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　このように形成された本発明においては、凹部が３５度～７０度の先細り形状に形成さ
れているので、主流が凹部にほぼ直交する角度で流入するので、縦旋回形成部により、効
果的に縦旋回流を形成することができる。
【００１３】
　本発明において、好ましくは、凹部の底面のＲ形状は、曲率半径が３０ｍｍ～８０ｍｍ
である。
　このように構成した本発明においては、凹部の底面のＲ形状は曲率半径が３０ｍｍ～８
０ｍｍであるので、凹部に流入した洗浄水をよりスムーズに旋回させることができ、効果
的に縦旋回流を形成することができ、それにより、汚物の排出効率を高めることができる
。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の水洗大便器によれば、リム吐水部のみを設けた場合であっても、汚物を含む洗
浄水を効率的に攪拌して汚物の排出効率を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施形態による水洗大便器の壁面に設置されている状態を示す概略図で
ある。
【図２】本発明の実施形態による水洗大便器を示す平面図である。
【図３】図２のIII－III線に沿って見た水洗大便器の側面断面図である。
【図４】図２の水洗大便器を後方の斜め上方から見た斜視図である。
【図５】図２の水洗大便器を側方の上方から視た斜視図である。
【図６】図２のVI－VI線に沿って見た水洗大便器の正面断面図である。
【図７】図２のVII－VII線に沿って見た水洗大便器の正面断面図である。
【図８】図２のVIII－VIII線に沿って見た水洗大便器の正面断面図である。
【図９】図２のIX－IX線に沿って見た水洗大便器の正面断面図である。
【図１０】本発明の実施形態による水洗大便器における洗浄水の流れの様子を示す側方か
ら視た斜視図である。
【図１１】本発明の実施形態による水洗大便器における洗浄水の流れの様子を示す上方か
ら視た斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　次に、添付図面により、本発明の実施形態による水洗大便器を説明する。先ず、図１に
より、本実施形態による水洗大便器の設置状態を説明する。図１は、本発明の実施形態に
よる水洗大便器の壁面に設置されている状態を示す概略図である。図１に示すように、符
号１は、本実施形態による水洗大便器１を示し、この水洗大便器１は、後述する排水トラ
ップ管路内の水位上昇による落差を利用して汚物を排出する洗い落とし式水洗大便器（ウ
オッシュダウン式便器）である。なお、本実施形態においては、水洗大便器は他のタイプ
の便器であってもよい。
【００１７】
　水洗大便器１は、便器本体２を備え、この便器本体２は、壁４に取り付けられている。
壁４の裏側には、洗浄水を貯水する貯水タンク６が取り付けられ、また、壁４の表面には
、操作スイッチ８が取り付けられている。この操作スイッチ８をＯＮ操作すると、貯水タ
ンク６内の洗浄水が便器本体２に供給され、便器本体２が洗浄されるようになっている。
また、壁４の裏側には、汚物を排出するための排水管１０が設けられ、この排水管１０に
より、便器本体２からの汚物を外部へ排出するようになっている。
【００１８】
　次に、図２乃至図９により、本実施形態による水洗大便器１を詳細に説明する。図２は
本発明の実施形態による水洗大便器を示す平面図であり、図３は図２のIII－III線に沿っ
て見た水洗大便器の側面断面図であり、図４は図２の水洗大便器を後方の斜め上方から見
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た斜視図であり、図５は図２の水洗大便器を側方の上方から視た斜視図である。図６～図
９は、それぞれ、図２のVI－VI線、VII－VII線、VIII－VIII線、及び、IX－IX線に沿って
見た水洗大便器の正面断面図である。
【００１９】
　図２及び図３に示すように、本発明の実施形態による水洗大便器１の便器本体２は、ボ
ウル部１２と、このボウル部１２の底部から連通して延びる排水トラップ管路１４を有す
る。ボウル部１２は、汚物受け面１６と、この汚物受け面１６の上縁に形成されたリム部
１８を備えている。さらに、ボウル部１２の汚物受け面１６は、ボウル形状の上方汚物受
け面２０と、この上方汚物受け面２０と排水トラップ管路１４との間に形成された凹部２
２を備えている。
【００２０】
　排水トラップ管路１４は、ボウル部１２の底部に開口した入口１４ａから斜め上方に延
び、最高点１４ｂを通った後、斜め下方に延びて、出口１４ｃに達し、上述した排水管１
０（図１参照）に接続されている。水洗大便器１の溜水水位Ｌは、排水トラップ管路１４
の最高点１４ｂの高さと等しくなる。
【００２１】
　また、便器本体２の後部には、通水室２４が形成され、この通水室２４には、上述した
貯水タンク６から洗浄水が供給されるようになっている。この通水室２４は、その前方側
がリム部１８まで延び、リム部１８の内部に形成されたリム通水路２６に接続されている
。便器本体１を前方から見て、リム部１８の左側の前方領域の内周側には、リム吐水口２
８が形成され、上述したリム通水路２６がリム吐水口２８まで延び、洗浄水がリム吐水口
２８まで供給されるようになっている。このリム吐水口２８から前方に向けて洗浄水が吐
水され、ボウル部１２内において旋回流を形成するようになっている。
【００２２】
　次に、図２乃至図５により、水洗大便器１の棚部について説明する。図２乃至図５に示
すように、リム部１８の内周側で且つリム吐水口２８の下流側には、洗浄水がその上を流
れるための第１の棚部３０が形成されている。この第１の棚部３０は、リム吐水口２８と
同じレベルに形成されており、リム吐水口２８の位置（前方から見てボウル部１２の左側
前方領域）からボウル部１２の右側の前方領域まで延びている。
【００２３】
　また、リム部１８と上方汚物受け面２０の間には、第２の棚部３２が形成されている。
この第２の棚部３２は、第１の棚部３０の内側に位置し、段差を介して、第１の棚部３０
より低い位置に設けられている。第２の棚部３２は、図２に示されているように、ボウル
部１２の前から見て左側の後方領域から前端を経由して右側の後方領域まで延びている。
具体的には、第２棚部３２は、その左側及び右側の後端３２ａ，３２ｂが、上述した凹部
２２の前後方向の中心２２ａより後方で上方汚物受け面２０の後端２０ａより前方の領域
まで延びている。また、第２の棚部３２は、その長さ方向に沿って、同じ高さ位置（レベ
ル）に形成されている。なお、第２の棚部３２の後端３２ａ，３２ｂと上方汚物受け面２
０の後端２０ａとの間の領域には、棚部は形成されておらず、湾曲形状となっている。
　ここで、第２の棚部３２は、左右対称に形成されているが、左右非対称に形成されてい
てもよく、リム吐水口２８近傍から洗浄水の旋回方向の上流側であるボウル部の右側の後
方領域まで延びて形成されてもよい。なお、洗浄水の旋回方向の上流側とは、旋回する洗
浄水が上方汚物受け面において実質的に先に流れる部分を指す。したがって、本実施形態
では、リム吐水口はボウル部前方から見て左側に位置するため、ごく少量の洗浄水は左側
の上方汚物受け面に先に流れるが、ほとんどの洗浄水は左側より右側の上方汚物受け面に
先に流れるため、ボウル部の左右を比較すると、洗浄水の旋回方向の上流側は右側になる
。
【００２４】
　次に、図２乃至図９により、ボウル部１２の汚物受け面１６の上方汚物受け面２０の表
面形状について詳細に説明する。図２に示すように、ボウル部１２の上方汚物受け面２０



(6) JP 5787110 B2 2015.9.30

10

20

30

40

50

は、平面視で、前方領域Ａ、後方領域Ｂ、右側方領域Ｃ、及び左側方領域Ｄを有する。
　上方汚物受け面２０の右側方領域Ｃ及び左側方領域Ｄは、横方向（便器本体１の前後方
向に直交する方向）に沿って同じ曲率の凸面により形成され（図８及び図９参照）、前方
領域Ａは前後方向に沿って凹面により形成され（図３参照）、後方領域Ｂは、右側方領域
Ｃ及び左側方領域Ｄの凸面よりも小さな曲率の凸面により形成されている（図２参照）。
【００２５】
　ここで、前方領域Ａは、後方領域Ｂと同様に、前後方向に沿って右側方領域Ｃ及び左側
方領域Ｄの凸面よりも小さな曲率の凸面により形成されてもよい。また、後方領域Ｂは、
前方領域Ａと同様に、前後方向に沿って凹面により形成されてもよい。
　さらに、洗浄水の旋回方向の上流側である右側方領域Ｃが下流側の左側方領域Ｄよりも
横方向に沿って大きな曲率の凸面により形成されてもよい。
【００２６】
　ボウル部１２の汚物受け面１６の上方汚物受け面２０の表面形状を上述したように形成
することにより、詳細は後述するが、リム吐水口２８から吐水された洗浄水の一部がボウ
ル部１２を１周して前方から凹部２２に流入する主流Ｆ１を形成し、さらに、リム吐水口
２８から吐水された洗浄水の一部が後方から凹部２２に流入する主流Ｆ２を形成する（図
１０、図１１参照）。
【００２７】
　次に、図２、図３、図８により、ボウル部１２の汚物受け面１６の凹部２２について詳
細に説明する。
　凹部２２は、平面視でほぼ三角形状であり、前方に向けて先が細くなる先細り形状とな
っている。凹部２２は、壁面３４と底面３６により形成され、さらに、底面３６は、前方
に位置する前方底面３６ａと後方に位置する後方底面３６ｂとを備えている。前方底面３
６ａは、後方底面３６ｂに比べて浅くなるように形成されている（図３参照）。また、後
方底面３６ｂは、上述した排水トラップ管路１４の入口１４ａと接続されている。
【００２８】
　ここで、図８に示すように、凹部２２の前方底面３６ａは、横方向に沿って、Ｒ形状に
形成されている。具体的には、後述する縦旋回流Ｖを効果的に形成するために、前方底面
３６ａは、その曲率半径Ｒが３０ｍｍから８０ｍｍの範囲内に形成されるのが好ましい。
【００２９】
　また、凹部２２の先細り形状の角度θは、縦旋回流Ｖを効果的に形成するために、３５
度～７０度であるのが好ましく、より好ましくは３５度～６０度であり、最も好ましくは
４０度～５０である。
　さらに、図２に示すように、凹部２２の三角形状の後方側は、平面視で円弧形状となっ
ており、後述する横旋回流Ｈが効果的に形成できるようになっている。
【００３０】
　次に、主に図１０及び図１１を参照して、上述した本発明の実施形態による水洗大便器
の動作を説明する。図１０は本発明の実施形態による水洗大便器における洗浄水の流れの
様子を示す側方から視た斜視図であり、図１１は本発明の実施形態による水洗大便器にお
ける洗浄水の流れの様子を示す上方から視た斜視図である。
【００３１】
　使用者が操作スイッチ８をＯＮ操作すると、貯水タンク６内の洗浄水が、便器本体２の
通水室２４に入り、この通水室２４から、リム通水路２６を経て、リム吐水口２８から、
ボウル部１２へ吐水される。
【００３２】
　リム吐水口２８から吐水された洗浄水は、先ず、第１の棚部３０上を流れ、次に、第２
の棚部３２に流下し、第２の棚部３２上を流れて、ボウル部１２内で旋回流を形成する。
このとき、ボウル部１２内を１周した洗浄水の一部は、リム吐水口２８から吐水された洗
浄水の内周側を流れ、斜め前方から、凹部２２内に流入する主流Ｆ１となる。
【００３３】
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　また、リム吐水口２８から吐水された洗浄水は、第２の棚部３２上を流れるが、上方汚
物受け面２０の後端領域では、棚部が形成されず、曲面形状となっているので、洗浄水の
一部が、斜め後方から、凹部２２内に流入する主流Ｆ２となる。
【００３４】
　次に、斜め前方から凹部２２内に流入する主流Ｆ１は、凹部２２の側壁に沿って流下し
、前方底面３６ａに沿って流れることにより上方に向きを変え、側壁に沿って上昇し、縦
旋回流Ｖを形成する。また、主流Ｆ１は、排水トラップ管路１４内への押し込み流を発生
させる。
　一方、斜め後方から凹部２２内に流入する主流Ｆ２は、凹部２２の側壁に沿ってほぼ水
平方向に流れ、横旋回流Ｈを形成する。
【００３５】
　このように、本実施形態による水洗大便器１においては、従来の水洗大便器のようにジ
ェット吐水口を設けなくても、凹部２２内において形成された縦旋回流Ｖ及び横旋回流Ｈ
により汚物を含む洗浄水を効果的に攪拌でき、汚物の排出効率を高めることができる。
【００３６】
　以下、本実施形態による水洗大便器１による作用を具体的に説明する。先ず、本実施形
態による水洗大便器１においては、ボウル部１２の汚物受け面１６の上方汚物受け面２０
は、その右側方領域Ｃ及び左側方領域Ｄが横方向に沿って凸面により形成され、その前方
領域Ａと後方領域Ｂが前後方向に沿って両側方領域より小さな曲率の凸面又は凹面により
形成されているので、ジェット吐水口を設けなくても、さらに、１つのリム吐水口２８か
ら洗浄水を吐水する場合であっても、ボウル部１２の凹部２２の前方から及び後方からそ
れぞれ凹部２２に流入する主流Ｆ１，Ｆ２を形成することができる。具体的には、凹部２
２の前方から流入する洗浄水の主流Ｆ１が、排水トラップ管路１４内への押し込み流を発
生させ、凹部２２の後方から流入する洗浄水の主流Ｆ２が、横方向（水平方向）の旋回流
Ｈを発生させる。その結果、本実施形態による水洗大便器１によれば、リム吐水口２８か
ら吐水された洗浄水によりボウル部１２の凹部２２内で汚物を含む洗浄水を効率的に攪拌
でき、汚物の排出効率を高めることができる。
【００３７】
　次に、本実施形態による水洗大便器１において、ボウル部１２の上方汚物受け面２０の
前方領域Ａが凹面により形成され、後方領域Ｂが右側方領域Ｃ及び左側方領域Ｄよりも小
さな曲率の凸面により形成されている場合には、凹部２２の前方から流入する洗浄水の主
流Ｆ１をより大きく形成することができるので、排水トラップ管路１４内への押し込み力
を大きくすることができ、これにより、汚物の排出効率をより高めることができる。
【００３８】
　次に、本実施形態による水洗大便器１において、ボウル部１２の上方汚物受け面２０の
洗浄水の旋回方向の上流側の右側方領域Ｃが下流側の左側方領域Ｄよりも大きな曲率の凸
面により形成されている場合には、凹部２２の前方から流入する洗浄水の主流Ｆ１をより
大きく形成することができるので、排水トラップ管路１４内への押し込み力を大きくする
ことができ、これにより、汚物の排出効率をより高めることができる。
【００３９】
　次に、本実施形態による水洗大便器１において、リム吐水口２８は、リム部１８の前方
側に設けられているので、リム吐水項２８から吐水された洗浄水がほぼ１周旋回した後、
前方から凹部２２に流れ込む主流Ｆ１を形成するので、より多くの洗浄水により上方汚物
受け面２０の全域を洗浄することができ、洗浄性能が向上する。
【００４０】
　次に、本実施形態による水洗大便器１において、第２の棚部３２がリム吐水口２８から
凹部２２の前後方向の中心２２ａより後方で且つ上方汚物受け面２０の後端２０ａより前
方の領域まで形成され、さらに、第２の棚部３２の後端から上方汚物受け面２０の後端ま
での領域は棚部が形成されていないので、後方から凹部２２に流入する洗浄水の量を多く
することができ、凹部２２内で汚物を含む洗浄水をより効果的に旋回させることができる
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。その結果、本実施形態による水洗大便器１によれば、１つのリム吐水口２８から吐水さ
れた洗浄水によりボウル部１２の凹部２２内で汚物を含む洗浄水を効率的に攪拌でき、汚
物の排出効率を高めることができる。
【００４１】
　次に、本実施形態による水洗大便器１において、リム吐水口２８の直下流の領域に設け
られた第１の棚部３０と、この第１の棚部３０よりも内側で且つ第１の棚部３０よりも低
い位置に設けられた第２の棚部３２とが設けられているので、リム吐水口２８から吐水さ
れた洗浄水は、先ず、第１の棚部３０上を流れ、次に、洗浄水は第２の棚部３２上を流れ
て１周旋回するので、リム吐水口２８から吐水された直後の洗浄水が、１周旋回した洗浄
水と衝突することを防止することができる。
【００４２】
　次に、本実施形態による水洗大便器１において、第１の棚部３０は、リム吐水口２８か
ら凹部２２の前後方向の中心２２ａより前方の領域まで形成されているので、リム吐水口
２８から吐水された洗浄水が第１の棚部３０上を流れ、次に、第２の棚部３２上に流出す
るので、第２の棚部３２上で１周旋回した洗浄水は、第１の棚部３０から第２の棚部３０
上に流出した洗浄水の流れが強いので、この強い流れの内周側に沿って流れ、前方から凹
部２２に流入する。これにより、凹部２２の前方から流入する洗浄水の主流Ｆ１をより大
きく形成し、排水トラップ管路１４内への押し込み力を大きくすることができ、汚物の排
出効率をより高めることができる。
【００４３】
　次に、本実施形態による水洗大便器１において、第２の棚部３２は、その長さ方向に沿
って同じ高さ位置に形成されているので、第２の棚部３２上を流れる洗浄水が後方側に流
れ易くなり、それにより、凹部２２の後方から流入する洗浄水の主流Ｆ２をより大きく形
成し、より大きな横方向（水平方向）の旋回流を発生させることができ、汚物の排出効率
をより高めることができる。
【００４４】
　次に、本実施形態による水洗大便器１において、上方汚物受け面１６は、その右側方領
域Ｃ、左側方領域Ｄ、及び、前方領域Ａが、平面視で斜め前方から凹部２２内に流入する
主流Ｆ１を形成するように構成され、凹部２２は、平面視で先細り形状に形成され凹部に
流入する主流Ｆ１を縦旋回させる縦旋回形成部である側壁３４及び前方底面３６ａを備え
ているので、ジェット吐水口を設けず、リム吐水口２８のみから洗浄水を吐水する場合で
あっても、凹部２２内に縦旋回流Ｖを形成して凹部２２内の汚物を含む洗浄水を効果的に
攪拌することができ、それにより、汚物の排出効率を高めることができる。
【００４５】
　次に、本実施形態による水洗大便器１において、排水トラップ管路１４は凹部２２の後
方側にその入口１４ａが接続され、縦旋回形成部である側壁３４及び前方底面３６ａは凹
部２２の前方側に設けられているので、洗浄水の縦旋回流Ｖにより、凹部２２内の汚物を
含む洗浄水を排水トラップ管路１４へ押し込むことができ、それにより、汚物の排出効率
を高めることができる。
【００４６】
　次に、本実施形態による水洗大便器１において、凹部２２の前方底面３６ａが横方向に
沿ってＲ形状に形成されているので、凹部２２に流入した洗浄水をスムーズに旋回させる
ことができ、効果的に縦旋回流Ｖを形成することができ、それにより、汚物の排出効率を
高めることができる。
【００４７】
　次に、本実施形態による水洗大便器１において、凹部２２の前方底面３６ａが後方底面
３６ｂに比べて浅く形成されているので、凹部２２に流入する洗浄水の運動エネルギーを
効果的に利用して、縦旋回流Ｖを形成することができ、これにより、汚物の排出効率を高
めることができる。
【００４８】
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　次に、本実施形態による水洗大便器１において、凹部２２は、３５度～７０度の先細り
形状に形成されているので、主流Ｆ１が凹部にほぼ直交する角度で流入するので、縦旋回
形成部である側壁３４及び前方底面３６ａにより、効果的に縦旋回流を形成することがで
きる。
【００４９】
　次に、本実施形態による水洗大便器１において、凹部２２の前方底面３６ａのＲ形状は
曲率半径が３０ｍｍ～８０ｍｍであるので、凹部２２に流入した洗浄水をよりスムーズに
旋回させることができ、効果的に縦旋回流Ｖを形成することができ、それにより、汚物の
排出効率を高めることができる。
【符号の説明】
【００５０】
　１　水洗大便器
　２　便器本体
　６　貯水タンク
１２　ボウル部
１４　排水トラップ管路
１６　汚物受け面
１８　リム部
２０　上方汚物受け面
２２　凹部
２６　リム通水路
２８　リム吐水口
３０　第１の棚部
３２　第２の棚部
３４　壁面
３６　底面
３６ａ　前方底面
Ａ　上方汚物受け面の前方領域
Ｂ　上方汚物受け面の後方領域
Ｃ　上方汚物受け面の右側方領域
Ｄ　上方汚物受け面の左側方領域
Ｆ１，Ｆ２　主流
Ｈ　横旋回流
Ｌ　溜水水位
Ｒ　凹部の前方底面の曲率半径
Ｖ　縦旋回流
θ　凹部の先細り形状の角度
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